
アカマツ丸太の強度区分による集成材の製造について

本
農
林
規
格
（
以
下
、
集
成
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
）

に
示
さ
れ
、
樹
種
別
に
集
成
材
の
強
度
や

ラ
ミ
ナ
の
強
度
、
品
質
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
集
成
材
の
積
層
方
法
は
２

種
類
あ
り
、
一
定
以
上
の
強
度
の
ラ
ミ
ナ

を
積
層
す
る
同
一
等
級
構
成
、
構
成
が
同

一
で
な
く
外
側
に
強
い
ラ
ミ
ナ
を
配
置
す

る
異
等
級
構
成
が
あ
り
ま
す
。

集
成
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
規
定
さ
れ
る
ア
カ
マ

ツ
を
用
い
た
異
等
級
構
成
集
成
材
の
強
度

等
級
に
は
Ｅ
95
–
Ｆ
270
、
Ｅ
105
–
Ｆ
300
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
〇
〇
と
は
「
集
成
材

の
た
わ
み
に
く
さ
」、
Ｆ
〇
〇
と
は
「
集

成
材
の
曲
げ
強
さ
」
の
指
標
で
、
Ｅ
95
–

Ｆ
270
よ
り
Ｅ
105
–
Ｆ
300
の
方
が
強
い
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
性
能
の
違
い
は
、

集
成
材
を
構
成
す
る
ラ
ミ
ナ
の
強
度
に
よ

る
も
の
で
、
集
成
材
の
強
度
等
級
が
上
が

れ
ば
、
よ
り
高
い
強
度
の
ラ
ミ
ナ
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

３　
県
内
の
ア
カ
マ
ツ
集
成
材
の
製
造

県
内
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
て
い
る

ア
カ
マ
ツ
集
成
材
の
強
度
等
級
は
Ｅ
95
–

Ｆ
270
、
Ｅ
95
–
Ｆ
315
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
製
造
量
は
少
な
く
、
外
国
産
レ
ッ
ド

ウ
ッ
ド
集
成
材
Ｅ
105
–
Ｆ
300
よ
り
１
ラ
ン

ク
低
い
強
度
等
級
で
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
必
要
と
す
る
強
度
の
ラ
ミ
ナ
が
安
定

し
て
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
今
回
は
、
よ
り
多
く
の
品
質
の
ラ
ミ

ナ
が
利
用
可
能
な
異
等
級
構
成
の
集
成
材

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

４　
ラ
ミ
ナ
の
強
度
分
布

異
等
級
構
成
の
ア
カ
マ
ツ
集
成
材
の
製

造
に
用
い
る
ラ
ミ
ナ
の
強
度
の
幅
は
、
集

成
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
は
、
Ｌ
70
〜
Ｌ
160
以
上
と

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｌ
〇
〇
と
は
「
ラ

ミ
ナ
の
た
わ
み
に
く
さ
」
の
指
標
で
す
。

図
１
に
当
セ
ン
タ
ー
で
調
査
し
た
ア
カ
マ

ツ
大
径
材
１
３
７
本
か
ら
製
材
さ
れ
た
ラ

ミ
ナ
の
強
度
分
布
を
示
し
ま
す
。
こ
の
ラ

ミ
ナ
を
用
い
て
集
成
材
を
製
造
す
る
場
合
、

例
え
ば
、
異
等
級
構
成
で
強
度
等
級
Ｅ
95

–
Ｆ
270
の
集
成
材
に
必
要
な
ラ
ミ
ナ
は
、
最

外
層
に
配
置
す
る
Ｌ
110
以
上
の
も
の
と
、

内
層
等
に
配
置
す
る
Ｌ
110
か
ら
４
グ
レ
ー

ド
下
の
Ｌ
70
ま
で
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
集
成
材
の
強
度
等
級
を
１
グ
レ
ー

ド
上
げ
、
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
集
成
材
並
み
の

Ｅ
105
–
Ｆ
300
と
す
る
と
、
最
外
層
ラ
ミ
ナ

は
Ｌ
125
以
上
と
な
り
、
内
層
に
は
Ｌ
80
以

上
の
も
の
が
使
え
ま
す
が
、
Ｌ
125
以
上
の

ラ
ミ
ナ
の
割
合
が
14
％
と
少
な
い
た
め
、

最
外
層
用
ラ
ミ
ナ
の
数
量
で
集
成
材
の
製

造
量
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
集
成
材
の
製
造
は
強
度
等

級
と
調
達
し
た
ラ
ミ
ナ
の
強
度
分
布
に
依

存
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
製

材
、
乾
燥
等
多
く
の
経
費
を
費
や
し
た
ラ

ミ
ナ
の
利
用
の
可
否
が
、
強
度
測
定
す
る

ま
で
不
明
な
た
め
、
製
造
コ
ス
ト
が
不
安

定
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
丸
太
の
段
階
で
仕
分
け
を
行
い
、

調
達
す
る
ラ
ミ
ナ
の
強
度
分
布
を
予
測
で

き
れ
ば
、
集
成
材
の
製
造
コ
ス
ト
の
安
定

化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

丸
太
と
ラ
ミ
ナ
の
強
度
の
関
係
に
着
目
し

ま
し
た
。

１　
は
じ
め
に

平
成
12
年
に
住
宅
の
品
質
確
保
に
関
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
現
在
で
は
、
強
度

性
能
が
表
示
さ
れ
た
製
材
品
が
多
く
流
通

し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
横
架
材
に
つ

い
て
は
外
国
産
材
が
国
内
シ
ェ
ア
の
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
、
様
々

な
要
因
で
外
国
産
材
の
供
給
が
滞
り
、
建

築
部
材
が
不
足
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
外
国
産
材
と
同

等
の
強
度
を
持
つ
国
産
横
架
材
の
需
要
が

増
加
し
、
県
内
で
は
ア
カ
マ
ツ
を
用
い
た

集
成
材
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
で
は
令
和
元
年
度
か
ら
針
葉
樹
大
径

材
（
径
級
30
㎝
以
上
）
の
利
用
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
お
り
、
今
回
は
、
ア
カ
マ

ツ
丸
太
の
強
度
区
分
に
よ
る
集
成
材
の
製

造
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

２　
集
成
材
の
解
説

集
成
材
と
は
、
丸
太
か
ら
板
材
を
製
材

し
、
一
定
以
上
の
強
度
、
品
質
の
板
材
を

平
行
に
積
層
接
着
し
た
も
の
で
、
そ
の
板

材
は
ラ
ミ
ナ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
集
成

材
の
製
造
に
係
る
詳
細
は
、
集
成
材
の
日 強

度
区
分
に
よ
る
集
成
材
の
製
造
に
つ
い
て

ア
カ
マ
ツ
丸
太
の

写真　アカマツ集成材
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度
の
指
標
と
し
て
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図
２
に
前
述
の
ア
カ
マ
ツ
大
径
材
１
３ 

７
本
を
、
素
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
縦
振
動
ヤ
ン
グ

係
数
区
分
（
図
２
下
部
参
照
）
に
基
づ
き
、

区
分
し
た
結
果
を
示
し
ま
す
。
丸
太
は
Ef

70
〜
130
に
分
布
し
、
Ef
90
に
ピ
ー
ク
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
丸
太
を
Ef
90
と
Ef

110
–
130
に
分
け
た
際
の
ラ
ミ
ナ
強
度
分
布

を
図
３
、
４
に
示
し
ま
す
。
Ef
90
の
丸
太

で
は
、
ラ
ミ
ナ
の
等
級
は
Ｌ
50
〜
125
に
分

布
し
、
集
成
材
Ｅ
95
–
Ｆ
270
へ
利
用
で
き

５　
丸
太
と
ラ
ミ
ナ
の
強
度

丸
太
の
強
度
は
、
木
口
を
ハ
ン
マ
ー
で

打
撃
し
て
振
動
数
を
測
定
し
、
容
積
密
度

と
丸
太
の
長
さ
か
ら
算
出
さ
れ
る
縦
振

動
ヤ
ン
グ
係
数
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
素
材

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
は
、
丸
太
の
縦
振
動
ヤ
ン
グ

係
数
を
Ef
50
〜
150
の
指
標
で
区
分
し
て
い

ま
す
。

縦
振
動
ヤ
ン
グ
係
数
は
丸
太
内
の
欠
点

も
含
め
た
平
均
的
な
強
度
が
評
価
さ
れ
る

た
め
、
丸
太
か
ら
製
材
さ
れ
る
ラ
ミ
ナ
の
強

る
ラ
ミ
ナ
の
割
合
は
約
97
％
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
Ef
110
–
130
の
丸
太
で
は
、
ラ

ミ
ナ
の
等
級
は
Ｌ
60
〜
160
に
分
布
し
、
集

成
材
Ｅ
105
–
Ｆ
300
へ
利
用
で
き
る
ラ
ミ
ナ

は
約
98
％
と
な
り
、
Ｌ
125
以
上
の
最
外
層

用
ラ
ミ
ナ
も
３
割
程
度
確
保
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ア
カ
マ
ツ
集
成

材
を
製
造
す
る
場
合
、
予
め
丸
太
の
強
度

を
測
定
し
、
集
成
材
の
強
度
等
級
別
に
丸

太
を
区
分
し
て
製
材
す
れ
ば
、
ラ
ミ
ナ
の

ロ
ス
を
軽
減
で
き
、
外
国
産
集
成
材
と
同

等
の
性
能
を
持
つ
集
成
材
の
製
造
も
可
能

と
考
え
ま
す
。

６　
お
わ
り
に

今
後
、
ア
カ
マ
ツ
集
成
材
の
製
造
を
検

討
す
る
事
業
体
が
あ
れ
ば
、
今
回
の
知
見

も
含
め
、
技
術
的
な
助
言
・
指
導
を
行
う

予
定
で
す
。
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図４　Ef110-130で区分した丸太から製材されたアカマツラミナの
強度分布（ｎ=425）

図１　アカマツラミナの強度分布（ｎ=1225）
ラミナ長さ4m、幅110～136㎜、厚さ32～40㎜

図２　アカマツ大径材の強度分布（ｎ=137）
素材JASの縦振動ヤング係数区分
Ef70：5.9～7.8GPa、Ef90：7.8～9.8GPa、Ef110：9.8～11.8GPa、
Ef130：11.8～13.7GPa

図３　Ef90で区分した丸太から製材されたアカマツラミナの強度分布
（ｎ=549）
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